
ナ
ウ

．
・
邑
師
恩
も
忠
泰
叫
敲
牒
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待
望
の
壱
人
福
祉
セ
ン
タ
」

し
　
ろ
　
　
す
　
み
　
　
モ
う

自
任
荘
が
完
成
〃

〇
　
四
月
三
十
日
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
白
住
荘
）
の
竣
工
式
が
町
内
外
○

○
　
か
ら
百
人
の
来
賓
を
お
招
き
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
○

○
　
席
上
、
福
田
町
長
は
「
こ
こ
に
待
望
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
完
成
○

○
　
し
ま
し
た
。
こ
の
白
住
荘
を
福
祉
の
一
大
拠
点
と
し
て
町
民
の
皆
様
の
　
〇

〇
一
層
の
福
祉
を
図
っ
て
参
り
た
い
」
と
喜
び
の
挨
拶
。
参
列
者
は
で
き
七
〇

〇
ば
か
り
の
施
設
を
視
察
し
な
が
ら
、
充
実
し
た
整
備
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
○

ホ
ー
ル
は一

部
床
暖
房

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
二
階
建

の
チ
ロ
ル
風
の
建
物
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
〝
白
住
荘
〃
は
総
工
事
費
四
億

千
六
百
万
円
、
面
積
九
八
五
・
九
九

2
m
（
二
九
八
坪
）
を
誇
る
近
代
的
を
施

設
で
す
。
こ
の
建
物
に
つ
い
て
の
概

要
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

玄
関
は
自
動
ド
ア
。
入
る
と
広
い

ホ
ー
ル
が
目
に
つ
き
ま
す
。
室
内
は
す

申FI璽雲

▼一・′　　　■

4．▼・メー‾

ベ
て
冷
暖
房
、
床
は
一
部
暖
房

が
完
備
。
前
方
は
ガ
ラ
ス
張
り

で
日
野
川
と
江
尾
の
町
が
一
望

で
き
る
抜
群
の
を
が
め
で
す
。

ま
た
、
こ
の
ホ
ー
ル
は
吹

抜
け
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の

空
間
を
利
用
し
て
オ
レ
ン
ジ

色
の
淡
い
色
を
放
つ
ラ
イ
ト

が
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
の
よ
う
に

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

⑬

ト吹
抜
け
の
広
い
ホ
ー
ル
。
江
尾
の
町
も
一
望
に

Soumu
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、・全一一

ヽ
止
．
．
二
度

十

　

こ

【

▲

一

下

　

　

　

■

．

1

－

－

轡
日
日
目
上
「
－

’
多
彩
な
部
屋
に

広
い
廊
下

ホ
ー
ル
の
右
側
が
集
会
室
　
（
七
〇

・
七
三
2
m
）
　
と
図
書
室
　
（
一
八
・
三

八
㌦
）
、
左
側
に
は
生
活
相
談
室
（
一

五
二
ハ
八
2
m
）
、
健
康
相
談
室
（
二
七

・
五
〇
2
m
）
、
教
養
娯
楽
室
（
三
三
・

九
六
2
m
）
が
あ
り
、
こ
の
部
屋
は
す

べ
て
洋
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
男
性
浴
室
（
二
〇
・
九
㌦
）

女
性
浴
室
二
三
二
一
〇
2
m
）
が
あ

り
、
身
障
者
用
便
所
も
あ
り
ま
す
。

廊
下
は
約
二
㍍
あ
り
、
車
い
す
が

互
い
に
通
り
あ
っ
て
も
十
分
に
余
裕

が
あ
る
広
い
廊
下
で
す
。

浴
室
は
開
所
中
は
い
つ
で
も
、
入

浴
す
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
無
料
。

男
性
・
女
性
の
浴
室
と
も
広
々
と
し

て
お
り
、
浴
槽
の
出
入
り
に
は
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
、
手
す
り
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

▲広々とした浴室

▲充実した部屋

開
所
中
い
つ
で
も

入
れ
る
浴
室

交
流
に
最
適
な

町
民
交
流
室

二
階
に
は
、
町
民
交
流
室
　
二
五

〇
・
五
三
が
）
が
あ
り
、
交
流
の
場

に
最
適
で
す
。

ま
た
、
二
階
に
も
図
書
室
が
あ
り
、

談
話
室
（
三
五
畳
）
と
し
て
の
和
室
も
完

備
さ
れ
、
身
障
者
用
便
所
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
談
話
室
に
は
、
電
気

を
利
用
し
て
、
身
体
を
ほ
ぐ
す
椅
子

も
完
備
さ
れ
て
お
り
、
く
つ
ろ
ぎ
の

場
で
も
あ
り
ま
す
。

一
階
か
ら
二
階
へ
は
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
が
あ
り
、
身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん

Soumu
四角形



射
　
や
階
段
の
上
り
下
り
が
ご
不
自
由
な

お
年
寄
り
に
も
自
由
に
行
き
来
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

屋
外
に
あ
ず
ま
屋
な
ど

の
憩
い
の
場

＝
運
営
は
町
社
会
福
祉

協
議
会
へ
委
託
＝

運
営
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
に
委
託
。
社
会
福
祉
協
議
会
事

務
局
も
こ
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

移
転
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
周
辺
も
整

備
が
進
み
、
江
尾
の
町
を
一
望
で
き

る
憩
い
の
場
の
あ
ず
ま
屋
そ
し
て
、

日
野
川
の
河
川
敷
に
降
り
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
階
段
と
ス
ロ
ー
プ

の
道
も
県
の
河
川
整
備
に
よ
り
完
成

し
ま
し
た
。
ま
た
、
護
岸
に
は
町
の

花
の
〃
あ
や
め
″
と
”
あ
ゆ
″
を
形
ど
っ

た
大
型
ブ
ロ
ッ
ク
が
取
り
付
け
て
あ

を形とった大型ブロック（日野川護岸）めやあとゆあ▲

▲憩いの場のあずま屋も完成

≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
t
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
二

幸
イ
ス
も
簡
単
に
乗
車
の

福
祉
パ
ス
も
設
置

どんどんご利用下さい老人福祉センター

明るい長寿社会を目指して

り
、
本
年
度
か
ら

始
ま
る
河
川
整
備

に
よ
り
や
す
ら
ぎ

の
あ
る
親
水
公
園

に
ふ
さ
わ
し
い
環

境
が
で
き
つ
つ
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
は
、
福
祉
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
バ
ス
は
、
車
椅
子
の
ま
ま
乗

車
す
る
こ
と
が
で
き
る
リ
フ
ト
が
設

置
し
て
あ
り
、
ま
た
、
更
に
簡
単
に

乗
り
降
り
が
で
き
る
よ
う
に
ス
テ
ッ

プ
を
設
け
て
い
ま
す
。

▲老人福祉センターのスタッフ

▲乗車が便利なステップも
あります

▲車イスを乗せるリフトも完備した
福祉バス

待
望
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
完

成
し
、
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
町
か

ら
委
託
を
受
け
て
、
管
理
、
運
営
に

あ
た
る
こ
と
に
を
り
ま
し
た
。
大
変

責
任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
町
民

の
皆
様
に
ど
ん
ど
ん
ご
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

明
る
い
長
寿
社
会
づ
く
り
を
目
指

し
、
今
後
と
も
努
力
し
て
参
り
ま
す

の
で
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
電
話
は
今
ま
で
ど
お
り
次

⑳

の
番
号
で
す
が
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
も
専
用
電
話
が
あ
り
ま
す
の
で

申
込
み
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
お
た
ず

ね
下
さ
い
。

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
長
　
仲
嶋
勝
利

◎
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

℡
　
7
5
・
2
9
2
4

（
フ
　
ク
　
シ
　
二
）

◎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
　
7
5
・
3
7
4
6

（
ミ
ナ
　
ヨ
　
ロ
　
ウ
）
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5

高
齢
者
の
み
な
ら

ず
、
あ
ら
ゆ
る
世
代

の
人
に
利
用
を

町老人クラブ連合会

会長加藤清俊も

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、

喜
び
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

福
田
町
長
も
竣
工
式
の
挨
拶
で
、

「
あ
と
は
こ
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

皆
さ
ん
が
ど
ん
ど
ん
活
用
し
て
い
た

だ
き
、
魂
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
語
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
に
、
私
た

ち
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る

世
代
が
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
、

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

細
か
い
気
配
り
の

あ
る
施
設

h
．
N
…
l

で
い
ま
す
。

日
頃
、
私
自
身
思
う
こ
と
は
、
い

ろ
い
ろ
を
集
会
は
全
員
参
加
が
原
則

で
す
が
、
以
前
は
身
体
障
害
者
に
と

っ
て
参
加
し
た
く
て
も
な
か
を
か
で

き
な
い
環
境
に
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
徐
々
に
公
共
施
設
に
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
こ

の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
ス
ロ
ー
プ
ま
た
広
い
廊
下
に

手
す
り
な
ど
細
か
い
所
ま
で
工
夫
が

し
て
あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
積
極
的
に

諸
会
合
に
参
加
で
き
る
こ
と
は
大
変

う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

機
能
性
に
富
ん
だ

充
実
し
た
施
設
・

こ
の
よ
う
な
立
派
を
施
設
も
使
用

し
な
け
れ
ば
、
宝
の
持
ち
腐
れ
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で

も
多
く
の
お
年
寄
り
の
方
々
に
ご
利

用
い
た
だ
く
こ
と
を
ね
が
っ
て
い
ま

す
。

①
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は
？

虚
弱
老
人
を
ど
を
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
送
迎
（
日
帰
り
）
し
、

入
浴
、
給
食
、
日
常
動
作
の
訓
練

を
ど
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
並
び

に
ね
た
き
り
老
人
を
ど
の
家
庭
に

訪
問
し
て
、
入
浴
、
給
食
、
洗
濯

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
。

②
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
は
？

民生委員
老人対策部長

宮本幸人も

町身体障害者福祉協会

会長宇田川哲雄も

す
ぼ
ら
し
い
施
設
が
で
き
、
喜
ん

す
ぼ
ら
し
い
設
計
の
も
と
、
〝
白

住
″
　
の
地
に
高
度
な
技
術
と
機
能
性

に
富
ん
だ
、
見
事
な
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
白
住
荘
」
が
完
成
し
、
誠
に

喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

こ
の
白
住
荘
は
、
お
年
寄
り
が
趣

味
や
娯
楽
に
興
じ
を
が
ら
、
く
つ
ろ

い
だ
気
分
で
お
互
い
の
親
交
を
深
め

た
り
、
ま
た
健
康
増
進
を
図
る
こ
と

の
で
き
る
一
石
二
鳥
の
す
ぼ
ら
し
い

施
設
で
す
。

¶

　

　

　

＼

ね
た
き
り
老
人

な
ど
の
介
護
す
る

方
が
病
気
や
介
護

疲
れ
を
ど
で
一
時

的
に
介
護
が
困
難

に
そ
っ
た
場
合
に

特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
で
介
護

す
る
サ
ー
ビ
ス
の

こ
と
。
（
介
護
期
間

は
原
則
七
日
）

③
ホ
ー
ム
ケ
ア
促

進
事
業
と
は
？

ね
た
き
り
老
人

な
ど
を
介
護
す
る

家
庭
が
特
別
養
護

ト
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
竣
工
式

ホ
ー
ム
に
短
期
間
滞
在
し
、
介
護

技
術
な
ど
の
習
得
を
行
う
こ
と
。

④
ナ
イ
ト
ケ
ア
事
業
と
は
？

夜
間
の
介
護
が
困
雉
を
痴
呆
性

老
人
を
ど
を
一
時
的
に
夜
間
の
み

保
護
を
す
る
こ
と
。

⑨
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
と

・
T
a
7
．ね

た
き
り
老
人
な
ど
の
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
に
支
障
が
あ
る
場

合
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
す

る
事
業
の
こ
と
。

⑥
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
と
は

ね
た
き
り
老
人
を
ど
の
日
常
生

活
を
容
易
に
す
る
た
め
の
日
常
生

活
用
具
を
差
し
上
げ
た
り
、
貸
し

出
し
す
る
事
業
の
こ
と
。

⑦
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
は
？

地
域
の
老
人
に
対
し
て
、
教
養

の
向
上
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
た
め
の
場
を
提
供
し
、
老

人
の
心
身
の
健
康
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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江
府
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
及
び
江
府
町
長
選
挙

投
票
日
は
6
月
2
0
日
で
す

告
示
日
は
6
月
1
5
日

六
月
二
十
日
（
日
）
に
、
江
府
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

及
び
江
府
町
長
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

こ
の
選
挙
は
「
江
府
町
の
町
政
」
を
担
う
人
を
選
ぶ

身
近
か
な
選
挙
で
す
。
皆
さ
ん
の
大
切
な
〓
票
を
投
じ

て
く
だ
さ
い
。

こ
こ
で
は
、
立
候
補
の
届
け
出
、
有
権
者
の
資
格
、

不
在
者
投
票
な
ど
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

㈲
立
候
補
の
届
け
出
に

つ
い
て

江
府
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
及
び

江
府
町
長
選
挙
に
立
候
補
し
よ
う
と

す
る
人
の
た
め
に
町
選
挙
管
理
委
員

会
で
は
、
選
挙
の
　
「
立
候
補
の
手
続

き
、
選
挙
運
動
、
収
支
報
告
な
ど
」

に
つ
い
て
次
の
と
お
り
、
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

立
候
補
を
予
定
さ
れ
る
方
は
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
説
明
を
受
け
、
届
出

用
紙
な
ど
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
時
　
六
月
三
日
㈱
午
前
九
時
三
十
分

場
所
　
江
府
町
役
場

㈲
有
権
者
の
資
格
に

つ
い
て

○
平
成
五
年
三
月
十
四
日
以
前
に
住

民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。

○
昭
和
四
十
八
年
六
月
二
十
一
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
（
二
十
歳
到
達
者
）

○
選
挙
時
に
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
な
い
方
は
投
票
で
き
ま
せ

ん
。

●

㈲
不
在
者
投
票
に

つ
い
て

内
申
毎
日
塾
臼
⑯
習
曽
急
性
》

町
外
で
働
い
て
い
る
方
、
入
院
し

て
い
る
方
（
指
定
さ
れ
た
病
院
・
施

設
な
ど
に
限
る
）
、
旅
行
し
て
い
る

方
な
ど
、
投
票
日
（
六
月
二
十
日
）

に
投
票
所
に
出
か
け
て
投
票
で
き
な

い
人
は
告
示
日
（
六
日
十
五
日
）
か

ら
投
票
日
の
前
日
〓
ハ
目
十
九
日
）

ま
で
に
江
府
町
役
域
の
不
在
者
投
票

事
務
取
扱
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

内
等
毎
日
塾
臼
⑯
弔
電
曽
》

①
印
か
ん
と
投
票
所
入
場
券
を
持
参

の
上
、
不
在
の
理
由
を
所
定
の
用
紙

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②
不
在
者
投
票
管
理
者
を
置
く
指
定

病
院
・
施
設
に
入
院
、
入
所
し
て
い

る
場
合
は
本
人
の
申
し
出
に
よ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
病
障
∵
施
設
で
投
票
が

で
き
ま
す
。

③
町
外
に
出
て
い
る
人
は
本
人
が
直

接
江
府
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票

用
紙
を
請
求
す
れ
ば
、
折
り
返
し
投

票
用
紙
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
現

在
地
の
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
、
投
票
日
に
到
着
し
を

い
時
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

④
不
在
者
投
票
の
取
扱
い
時
間
は
、

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
で
す
。
（
土
曜
日
も
投
票
で
き
ま

す。）内
田
田
旺
d
旬
等
毎
日
坦
臼
》

「
両
下
肢
等
の
障
害
」
　
に
あ
っ
て

は
一
級
二
一
級
の
身
体
障
害
者
手
帳

（
戦
傷
病
者
手
帳
）
　
ま
た
　
「
内
臓
機

能
の
障
害
」
　
に
あ
っ
て
は
、
一
級
・

も
し
く
は
三
級
の
身
体
障
害
者
手
帳

（
戦
傷
病
者
手
帳
）
を
持
っ
て
い
る

方
で
、
郵
便
投
票
証
明
書
を
持
っ
て

い
る
方
に
限
り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
不
在
者
投

票
を
す
る
場
合
は
投
票
日
の
四
日
前

ま
で
に
郵
便
投
票
証
明
書
を
そ
え
て

投
票
用
紙
及
び
投
票
用
封
筒
の
交
付

を
請
求
し
な
け
石
ば
な
り
ま
せ
ん
。

所
定
の
手
続
き
を
す
れ
ば
、
郵
便

投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
を
る

べ
く
早
く
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

㈲
投
票
に
つ
い
て

《
垣
臼
守
亀
田
⑯
毎
日
》

投
票
用
紙
は
、

町
長
が
　
「
淡
紅
色
」

町
議
会
議
員
が
　
「
白
色
」

と
色
わ
け
し
て
あ
り
ま
す
。

投
票
は
町
長
選
挙
を
先
に
行
い
、

次
に
町
議
会
議
員
選
挙
を
行
い
ま
す
。

投
票
用
紙
に
は
必
ず
「
候
補
者
氏

名
」
　
の
欄
の
内
に
候
補
者
の
氏
名
を

一
人
だ
け
は
っ
き
り
と
書
い
て
く
だ

さ
い
。
か
な
文
字
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
か
ら
、
だ
れ
が
み
て
も
分
か
る
よ

う
に
正
し
く
書
い
て
く
だ
さ
い
。

内
職
坦
塾
臼
》

身
体
が
不
自
由
を
た
め
に
自
分
で

字
が
書
け
を
い
方
、
ま
た
字
を
知
ら

な
い
方
は
投
票
所
で
投
票
管
理
者
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

代
理
の
人
が
あ
を
た
の
投
票
し
よ

う
と
す
る
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て

く
れ
ま
す
。

㈲
開
票
に
つ
い
て

開
票
は
午
後
七
時
か
ら
第
一
投
票

所
の
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
町
長
選

挙
、
町
議
会
議
員
選
挙
の
順
で
行
わ

れ
ま
す
。

そ
の
他
、
詳
し
く
は
江
府
町
選
挙

管
理
委
員
会
二
℡
七
五
二
一
二
二
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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◎

平
成
五
年
度
の
春
の
褒
章
受
賞
者
が
、
四
月
二
十
九
日
に

総
理
府
か
ら
発
表
に
な
り
、
町
消
防
団
長
の
田
口
茂
さ
ん
（
六

十
九
歳
）
　
が
藍
綬
褒
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
永
年
の
防
火
防
災
活
動
に
対
し
て
の
貢
献
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
県
下
九
人
の
う
ち
日
野
郡
か
ら
は
一
人
。

そ
こ
で
、
受
賞
に
あ
た
っ
て
の
喜
び
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。

∴
・
．
－
・
√
　
ト

田口茂さんのプ0フイ丁ル
大正13年2月13日生まれ（69歳）
昭和23年から蟹〕和54年まで江府呵農業協同

組合に勤務の傍ら、昭手口16年から三工尾村警防
団員として防火活動に。

その後、昭和56年から5工府呵消防団長に就
任、現在に至る。5工尾（本町一丁目）在住。

藍
綬
褒
章
を
受
賞

地
域
の
防
火
活
動
に
貢
献

－
藍
綬
褒
章
の
受
賞
、
お
め
で
と
う
　
　
関
係
各
位
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協

ご
ざ
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
町
を
は
じ
め
諸
先
輩
、

力
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
と
受
け

と
め
て
い
ま
す
。

私
個
人
が
受
賞
し
た
と
い
う
よ
り

も
町
消
防
団
の
日
頃
の
活
動
に
対
し

て
の
受
賞
で
あ
る
と
受
け
と
め
て
い

郡
内
一
の
防
火
設
備

を
誇
る
江
府
町

－
さ
て
、
今
は
昔
と
違
っ
て
、
防
火

活
動
な
ど
も
違
っ
て
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
。

確
か
に
、
家
屋
を
ど
木
造
建
築
が

以
前
は
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
今
は

新
建
材
な
ど
を
使
用
し
た
家
屋
も
増

え
て
お
り
、
消
火
に
お
け
る
対
応
も

異
を
っ
て
き
ま
し
た
。

幸
い
、
江
府
町
は
郡
内
で
も
消
防

機
材
、
防
火
水
槽
の
設
置
な
ど
の
整

備
が
進
ん
で
お
り
、
万
一
の
火
災
時

に
も
す
み
や
か
を
対
応
が
で
き
る
体

制
に
あ
り
ま
す
。

機
会
あ
る
ご
と
に

防
火
意
識
を

訴
え
て

－
常
日
頃
、
心
が
け
て
お
ら
れ
る
点

は
？消

防
団
は
、
常
日
頃
、
防
火
に
つ

い
て
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
機
会
あ
る
ご
と
に
消
防
の
制
服
を

身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
自
体
が
、
町

民
の
皆
さ
ん
へ
火
災
予
防
を
訴
え
て

い
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

－
最
後
に
ひ
と
こ
と
。

と
に
か
く
、
こ
の
受
賞
を
契
機
に

一
層
の
予
防
消
防
に
力
を
入
れ
、
地

域
の
防
災
に
貢
献
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ

れ
る
消
防
団
づ
く
り
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

Soumu
四角形

Soumu
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7月1日から無料になります蒜山大山有料道路
（鏡ケ成～蒜山）

鏡
ケ
成
か
ら
蒜
山
高
原
に
向
う
蒜

山
大
山
有
料
道
路
が
本
年
、
七
月
一

日
か
ら
無
料
で
通
行
で
き
る
こ
と
が

こ
の
た
び
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

今
か
ら
二
十
三
年
前
に
開
通
し
た

こ
の
道
路
は
新
緑
、
紅
葉
を
ど
の
季

節
に
は
車
が
数
珠
つ
を
ぎ
に
な
る
ほ

ど
の
人
気
の
あ
る
所
で
す
。
ま
た
、

岡
山
県
と
鳥
取
県
の
県
境
に
あ
る
鬼

女
台
か
ら
は
蒜
山
高
原
、
そ
し
て
烏

ヶ
山
、
城
山
な
ど
が
一
望
で
き
る
名

所
も
あ
り
、
多
く
の
観
光
客
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

と1る誉山ナ山盲・†嘩町鱒・、・鹿川の十は所、・1

墓
参
に
来
町

伊
藤
宜
堂
先
生
の

五
代
目
伊
藤
潤
子
㌔
ご
一
家

ト
墓
参
す
る
五
代
目

四
月
二
十
三
日
、
江
府
町

が
生
ん
だ
偉
人
で
あ
る
伊
藤

宜
堂
氏
の
五
代
目
に
あ
た
る

伊
藤
潤
子
さ
ん
　
（
名
古
屋
市

在
住
）
　
の
ご
一
家
が
お
墓
参

に
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

江
府
町
で
は
昨
年
、
生
誕

二
百
年
記
念
を
契
機
に
出
版

し
た
　
「
宜
堂
と
純
亭
」
　
（
安

達
一
彪
著
）
が
あ
り
、
出
版

＠

の
伊
藤
家
の
皆
さ
ん

に
あ
た
っ
て
は
伊
藤
家
か
ら

貴
重
を
資
料
な
ど
の
提
供
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
福
田
町
長
、

「
宜
堂
と
純
亭
」
　
の
著
作
に

携
っ
て
こ
ら
れ
た
小
田
隆
さ

ん
（
池
の
内
）
と
伊
藤
宜
堂
氏

の
偉
業
を
ど
に
つ
い
て
、
話

題
に
し
ば
し
花
が
咲
い
て
い

ま
し
た
。

憾

衰温習あ駈

磁屈習

国
道
一
八
二
号
か
ら
柿
原
人
U
に

入
っ
て
、
し
ば
ら
く
い
っ
た
峠
に
観

音
様
の
御
堂
が
あ
り
ま
す
。

四
月
十
七
日
は
こ
の
観
音
様
の
縁

日
。
柿
原
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が

清
掃
を
し
た
後
、
御
堂
の
前
で
盛
大

に
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

手
づ
く
り
の
料
理
を
つ
ま
ん
で
、

お
酒
を
交
し
な
が
ら
、
老
い
も
若
き

も
色
々
を
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
佐
川
や
遠
く
の
山
々
も

く
っ
き
り
と
見
え
る
晴
天
の
一
日
で

し
た
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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一般県道金屋谷・江府線は5月11日から
（江尾→大万→袋原→西成→吉原→溝口町へ）

王事地方道に昇格〝
小
江
尾
か
ら
大
方
、
袋

原
、
西
成
そ
し
て
吉
原
を

通
っ
て
溝
口
町
へ
と
い
く

県
道
　
（
一
般
県
道
金
屋
谷

江
府
線
）
　
が
五
月
十
一
日

か
ら
主
要
地
方
道
　
（
岸
本

江
府
線
）
　
に
昇
格
い
た
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
鳥
取
県
で
県

下
の
道
路
網
を
将
来
的
に

見
直
し
検
討
を
行
っ
た
結

果
、
決
定
し
た
も
の
で
す
。

江
府
町
に
お
い
て
は
、

江
府
中
和
用
瀬
線
の
国
道

昇
格
に
引
き
続
い
て
、
今

後
、
日
光
方
面
に
向
う
こ

の
道
路
も
徐
々
に
整
備
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

き
れ
い
、
す
っ
き
り

大
山
周
辺

＝
大
山
一
斉
清
掃
に

5
0
人
が
参
加
＝

▲主要地方道に昇格した日光線（西成）

▲鳥ヶ山展望台周辺を清掃する皆さん

季
節
は
ず
れ
の
雪
が

降
り
し
き
る
四
月
二
十

五
日
　
（
日
）
　
に
春
の
大

山
一
斉
清
掃
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

江
府
町
か
ら
は
、
江

府
町
婦
人
会
、
江
府
町

青
年
団
そ
し
て
御
机
子

供
会
の
皆
さ
ん
五
十
人

が
参
加
。

ひ
と
り
一
人
、
手
に
ゴ

ミ
袋
を
持
っ
て
道
端
に
捨

て
て
あ
っ
た
空
岳
な
ど
を

ひ
ろ
っ
て
い
ま
し
た
。
集

め
た
ゴ
ミ
袋
の
数
は
約
八

十
袋
も
。
参
加
者
の
奉
仕

で
大
山
周
辺
も
す
っ
き
り
、

き
れ
い
に
を
り
ま
し
た
。

常
盤
会
（
鞄
の
内
老
人
ク
ラ
ブ
）
結
成

三
十
周
年
を
祝
う

池
の
内
老
人
ク
ラ

ブ
　
（
会
長
　
加
藤
殉

．
と
き
わ
　
か
い

紀
㌔
）
　
の
常
盤
会
が

結
成
し
て
三
十
周
年

を
迎
え
、
そ
の
結
成

を
祝
う
催
し
が
四
月

二
十
五
日
に
池
の
内

会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

こ
の
常
盤
会
は
県
下
で
一
番
最
初

に
結
成
さ
れ
た
老
人
ク
ラ
ブ
で
、
歴

史
と
伝
統
の
あ
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

こ
の
目
は
今
ま
で
常
盤
会
を
さ
さ

え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
を
ど
に
福
田

町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

結
成
当
時
の
思
い
出
に
花
が
咲
き
、

参
加
者
は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
し

て
い
ま
し
た
。

Soumu
四角形
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‖那

鳥
取
県
人
事
委
員
会
事
務
局

℡
〇
八
五
七
・
二
六
・
七
五
五
三

平
成
五
年
度

鳥
取
県
職
員
採
用

試
験
の
ご
案
内

鳥
取
県
職
員
採
用
試
験
が
次
の
と

お
り
行
わ
れ
ま
す
。

平
成
五
年
度
か
ら
採
用
試
験
（
大

学
卒
業
程
度
）
が
次
の
三
点
に
つ
い

て
変
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

①
第
一
次
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）

に
東
京
会
場
を
新
設
し
ま
す
。

②
行
政
の
専
門
試
験
（
多
技
選
択

式
・
記
述
式
）
は
　
「
法
律
」
　
コ

ー
ス
と
　
「
経
済
」
　
コ
ー
ス
の
う

ち
一
コ
ー
ス
選
択
制
と
し
ま
す
。

⑨
行
政
以
外
の
専
門
試
験
は
多
技

選
択
式
の
み
を
行
い
、
記
述
式

は
廃
止
し
ま
す
。

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
先
は
、

〒
6
8
0
鳥
取
市
東
町
一
丁
目
二
七
一

試 験 の 種 類 武威 区分 受　 験　 墳　 格

受験案内・

受験申込書

配 布 開 始

受　 付　 期　 間 第一 次 試 験
第一次合格発表

（予 定）

第 二 次 試 験

（予 定）

最終合格発表

（予 定）

県職員採用試験

行政、電気、

土木、建築、

化学、畜産、

休業、農業

昭和39年 4 月 2 日から昭和47年

5 月 上 旬

5 月 17 日（月）

6 月2 7 日（日） 7 月 9 日（杓

7 月 2 2 日（杓

8 月 10 日伏 ）
（大学卒業程度） 農業土木、

農芸化学、

社会福祉など

4 月1 日までに生まれた方

l

6 月 8 日伏）

1

7 月 2 3 日（劫

県職員採用試験

（高校卒某程度）

一　般 事 務
昭和47年 4 月 2 日から昭和51年

4 月 1 Eは でに生まれた方
7 月 下 旬

8 月 2 日（月）

l

9 月 2 日（杓

9 月 2 6 日（日） 1 0 月 1 3 日（水） 10 月 28 日（木） 1 1 月 12 日唸 ）
学 校 事 掃

警 察 事 務

昭和45年 4 日 2 日から昭和51年

4 月 1 日までに生まれた方

警　 察　 官　 採　 用　 試　 験 昭和41年 4 月 2 日から昭和47年
5 月 上 旬

5 月1 7 日（月）

7 月 1 1 日（日） 8 月 1 0 日伏）

8 月 29 日（日

9 月 14 日伏）
（大学卒業程度） 4 月1 日までに生まれた男子

1

6 月 3 0 日（粥

l

8 月 30 日（月）

警　 察　 官　 採　 用　 試　 験 昭和41年 4 月 2 日から昭和51年
7 月 下 旬

8 月 2 日（月）

9 月 1 9 日（日） 1 0 月 1 3 日（水

1 0 月 3 1 日（日）

1 1 月 12 日塩 〉
（高校卒葵程度） 4 月1 日までに生まれた男子

l

9 月 2 日休）

l

1 1 月 1 日 （月）

す
こ
や
か
子
育
て

資
金
融
資
制
度

平
成
四
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
す
こ
や
か
子
育
て
資
金
融
資
制
度
」

は
育
児
休
業
法
が
施
行
に
を
っ
た
こ

と
を
契
機
に
始
ま
っ
た
制
度
で
す
。

こ
れ
は
、
県
内
の
事
業
所
な
ど
で

働
く
方
が
育
児
休
業
中
の
生
活
資
金

を
貸
し
出
す
も
の
で
す
。

最
高
百
万
円
ま
で
融
資
す
る
も
の

で
、
休
業
期
間
中
三
二
一
％
以
下
の

利
率
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
、
安
心

し
て
出
産
、
育
児
を
し
て
い
た
だ
け

る
も
の
で
す
。

融
資
の
ご
利
用
の
場
合
や
詳
し
い

こ
と
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

次
の
所
に
お
願
い
し
ま
す
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）

鳥
取
県
商
工
労
働
部
労
政
・
能
力

開
発
課

℡
〇
八
五
七
二
一
六
・
七
二
二
四

（
申
込
窓
口
）

鳥
取
県
米
子
商
工
労
政
事
務
所

℡
〇
八
五
九
・
三
四
⊥
ハ
二
一
一

（
内
線
二
八
三
）

件

融資対象者など

○対象となる事業主
県内に事業所があり、育

児休業利用者に生活資金を

貸与する制度を設けている
事業主の方。

○融資の対象者
県内の事業所で働いてい

る方で、育児休業制度の利

用が決定されているか、育

児休業を取得している方。

融　　　資
圧］融資 限 度 額 育児休業利用者 1人につき　 100万円

匿】貸 付　利　 率 中小企業　 年3．3％以内　　 大企業　 年3．7％以内

垣］償 還　期　 間 育児休業の終了の翌月から5年以内

巨］償 還 方　 法 均等割賦償還方式

［訂事業主の措置 事業主は育児休業利用者に対 して、年3．2％以下の利率で貸し付ける。

（注）貸付利率は金融情軌こより変更になる場合があります。

平
成
五
年

鳥
取
県
保
母
試
験

の
ご
案
内

○
試
験
日
・
試
験
会
場

●
平
成
五
年
八
月
三
日
（
火
）

八
月
四
日
（
水
）

●
鳥
取
県
庁
　
講
堂

鳥
取
市
東
町
一
丁
目

（
筆
記
試
験
）

●
平
成
五
年
八
月
五
日
（
木
）

ま
た
は
、
八
月
六
日
（
金
）憶

●
保
育
専
門
学
院

倉
吉
市
南
昭
和
町

（
実
施
試
験
）

○
受
験
受
付
期
間

平
成
五
年
六
月
二
十
一
日
（
月
）

か
ら
七
月
五
日
（
月
）

○
受
験
手
続
き

受
験
申
請
書
を
ど
の
用
紙
は
次

の
所
で
交
付
し
ま
す
の
で
、
郵
便

で
請
求
さ
れ
る
場
合
は
七
十
二
円

切
手
を
は
り
、
あ
て
先
を
記
入
し

た
返
信
用
封
筒
（
タ
テ
二
十
三
夫

ヨ
コ
十
二
斉
）
を
同

封
し
て
お
送
り
下
さ

ヽ

一

　

〇

〒
6
8
0
鳥
取
市
東
町
一

丁
目
二
二
〇
番
地

鳥
取
県
民
生
部
児
童

家
庭
課

な
お
、
詳
し
く
は

県
民
生
部
児
童
家
庭

課
に
往
復
は
が
き
等

で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
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人の動き
4月届け

平成5年4月未
前月比

世帯数1，199世帯（＋2）

人　口4，553人（＋1）

男　2，191人（－4）

女　2，362人（＋5）

●
お
誕
生
お
め
で
と
う

日
ノ
詰
　
加
藤
　
美
樹貞

男
　
長
女

下
安
井
　
宮
本
　
佑
実誠

司
　
三
女

診

用
誓
銅
摘
当
市

絹
子
）
銅
掴
相
羽
郡

銅
）
錯
押
b

紺
）
銅
県
八
束
郡
か
ら

井
上

大
林

生
田

岩
垣

伊
達

一
也

加
奈
子

武
庫

岡
山
県
津
山
市
か
ら

訃

●
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

杉
谷
　
　
山
野
　
ふ
じ
　
　
9
1
歳

松
浦
　
京
子

藤
岡
　
美
樹

西
尾
　
裕
美

武
庫

米
子
市
か
ら

御
机

米
子
市
か
ら

貝
田

境
港
市
か
ら

境
港
市

武
庫
か
ら

日
南
町

美
用
か
ら

佐
々
木
　
基
仁

赤
井
　
み
ど
り

下
安
井

西
伯
郡
会
見
町
か
ら

博
寿

御
机
　
　
加
藤
　
武
寿嵩

御
机
　
　
高
津
　
豊
治富

広

吉
原
　
　
中
尾
　
徳
則徳

則

美
用
　
　
高
津
　
秀
雄雛

子

宅79
歳

宅6
9
歳

宅76
歳

宅73
歳

宅

小
江
尾
　
長
尾
　
明
拓

修

長
男

●
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

中
村

安
田

影
山

谷
内

川
上

片
山

清
水

山
　
桧
原

勝
志

清
美

和
文

淳
子

米
子
市

大
河
原
か
ら

洲
河
崎

日
野
町
か
ら

錯
郎
）
絹
摘
絹

銅
銅
）
鍼
市
か
ら

各局除

虫砂鶉臼胎盤周固守守

みんなで防ごう

土砂災害

定
め
ら
れ
、
こ
の
期
間
に
土
砂
災
害

防
止
に
対
す
る
防
災
知
識
の
普
及
を

ど
の
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
を
と
ら
え
、
大
切
を
人

命
、
財
産
を
守
る
た
め
、
土
砂
災
害

に
つ
い
て
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡

会

六
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す
。

鳥
取
県
に
お
い
て
も
昭
和
六
十
二
年

十
月
に
集
中
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
を

土
砂
災
害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
月
間
は
昭
和
五
十
八
年
度
に

電
話
は
今
ま
で
ど
お
り
で
す
。

℡
七
五
二
一
二
二
（
内
線
五
一
番
一

ま
た
は
℡
七
五
・
三
二
二
　
（
山
村

開
発
七
与
タ
ー
）
　
へ

鯉のぼりこ寄附ありがとうございました

次
の
皆
さ
ん
に
鯉
の
ぼ
り

の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

松
谷
昇
虞
㌔
（
本
こ

関
内
富
子
㌔
（
本
二
）

宇
田
川
智
子
㍉
（
小
江
尾
）

土
居
卓
磨
㌔
（
小
江
尾
）

安
部
四
郎
㌔
（
佐
川
）

清
水
金
雄
㌔
（
佐
川
）

筒
井
哲
夫
㌔
（
下
蚊
屋
）

加
藤
清
俊
㌔
（
杉
谷
）

森
田
真
寿
美
㌔
（
貝
田
）

新
見
．
修
㌔
（
吉
原
）

太
字
の
方
に
は
二
セ
ッ
ト

寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

編
集
後
記

▼
待
望
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
完

成
。自

動
ド
ア
の
玄
関
を
入
る
と
、
そ

こ
は
カ
ー
ペ
ッ
ト
が
敷
き
つ
め
て
あ

る
床
。
土
足
は
禁
止
で
す
が
、
ス
リ

ッ
パ
を
し
シ
ス
テ
ム
。
ガ
ラ
ス
越
し

に
は
江
美
城
、
ふ
る
さ
と
の
鐘
を
ど

の
江
尾
の
町
が
一
望
で
き
る
。

入
浴
し
た
あ
と
、
ほ
て
っ
た
身
体

を
ロ
ビ
ー
の
ソ
フ
ァ
ー
に
横
た
え
て
、

ぼ
ん
や
り
と
景
色
を
眺
め
て
い
る
と

の
ど
越
し
の
い
い
も
の
が
ほ
し
く
在

る
の
も
人
情
か
。
で
も
、
こ
れ
は
禁

止
で
す
の
で
、
悪
し
か
ら
ず
。

ど
う
ぞ
、
ご
自
由
に
来
て
下
さ
い
。

▼
す
こ
や
か
に
育
て
と
願
い
を
込
め

て
掲
げ
た
鯉
の
ぼ
り
。
夜
振
橋
、
久

連
橋
に
元
気
に
泳
い
だ
百
六
十
匹
。

こ
の
模
様
は
N
H
K
の
全
国
放
送

で
も
紹
介
さ
れ
、
テ
レ
ビ
を
見
て
知

っ
た
県
外
の
方
も
国
道
を
車
で
ゆ
っ

く
り
走
り
な
が
ら
、
車
窓
か
ら
眺
め

て
い
る
方
も
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
寄
附
い
た
だ

い
た
十
人
の
皆
様
の
ご
厚
意
と
愛
漁

会
の
メ
ン
バ
ー
と
の
真
心
が
ひ
と
つ

に
在
っ
て
で
き
た
も
の
。

い
つ
ま
で
も
、
続
い
て
ほ
し
い
真

心
鯉
の
ぼ
り
で
す
。

Soumu
四角形
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四角形



（12）

（荒田の対岸に咲く菜の花）

日
野
川
に
咲
く

菜
◎
花
い
っ
ぱ
い

日
野
川
の
河
川
敷
に
黄
色
の
カ
ー

ペ
ッ
ト
を
敷
き
詰
め
た
よ
う
に
咲
き

乱
れ
る
菜
の
花
。

′
　
思
わ
ず
、
群
生
す
る
菜
の
花
に
車

を
停
め
て
見
入
っ
て
し
ま
う
人
も
。

鳥
取
県
は
全
県
公
園
化
構
想
を
も

と
に
、
各
市
町
村
で
花
づ
く
り
運
動

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
菜
の
花
も
一
連
の
運
動
か
と

聞
い
て
み
る
と
、
そ
う
で
は
な
く
て
、

日
野
川
上
流
の
花
を
愛
す
る
皆
さ
ん

が
日
野
川
の
ど
こ
か
で
咲
い
て
く
れ

れ
ば
、
と
の
思
い
で
菜
の
花
の
種
を

数
年
前
に
流
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
今
そ
の
思
い
が
実
っ
て

日
野
川
の
随
所
に
咲
く
真
心
の
花
。

名
も
、
顔
も
知
ら
ぬ
　
「
足
長
お
じ

さ
ん
」
の
真
心
に
感
謝
し
な
が
ら
、

し
ば
し
、
春
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

発
行
・
江
欝
役
場
一
●
折
。
6
8
8
㍍
鳶
待
津
川
和
雄
亮
沼
∬
●
　
編
集
．
総
務
課
　
印
凋
．
富
士
印
刷

号662第
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●期日／平成5年5月31日的）

●場所・時間帯

午前9：30～11：00　江府町役場前

午前11：10～12：00　江府町農協本所前

午後1：30～2：15　江尾郵便局前

午後2：30～3：15　江尾貨物自動手前
（佐川）

●献血できる人

・年齢…満16歳～64歳

・体重…男子45k9・女子40k9以上の方

前回献血で200mg献血から1カ月以上経過した方

たは、400mゼ献血から4カ月以上経過した方そし

己分献血から2週間以上経過した方は献血するこ

ゞできます。

ま

成

が

献
血
車
が
や
っ
て
き
ま
す「

て

と

一

※当日は、医師の診察により異常の認められなかった方

のみ献血します。

Soumu
四角形
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健康は

ご　ォル体操
1腕のばし運動

▲■

l
3　腕まわし運動

●

両手を大きく、円を

描くように、体の回施

を行う。

（左、右まわし）

5　足ぬき運動

両手を離さずにタオルをまたぎ

惑一蹴を反る
次に後から前にぬき

タオルの両はしを

もって上にのばす。

′

4　肩ぬき運動

lの運動と

同じように、

タオルの両はしを

もって上にのば‾h

次に肩をかえして

前後にかえす。

6　タオルの横まわし運動

腰でリズムをとりながら

腰にさわらないようにして

タオルをまわす。

家
庭
に
あ
る
も
の
を
使
っ
て
、
手
軽
な

体
操
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
タ
オ
ル
を
使
っ
て
の
体
操
〃
タ

オ
ル
体
操
〃
　
で
す
。
挑
戦
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

7　背のび運動

タオルを首にかけ

リズムをとりながら

呼吸をととのえる。

′

Soumu
四角形
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